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国内外の地球化学園と

日本全国をカバｰする地球化学図プロジェクト

サ
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､｡まえがき

地球化学図とは地殻表層における元素の濃度分

布図のことである骨このような地球化学図は最近問

題となっている土壌汚染などにおいて,例えば有

害物質であるヒ素や水銀,カドミウムなどがわれわ

れの周辺にどれくらいの濃度で分布しているか,ま

たそれがわれわれにどのような影響を与えている

かに答えるものである.しかしながら,自然界には

鉱床などのように,自然的な要因でもともと特定元

素の濃度の高い地域があり,環境汚染を正しく評

,辞野灘鰯灘簸轟灘灘灘灘鱗鐘鰯鰯

第1図英国のBaの地球化学図.

1岡井貴司1〕｡金井劉)1御子柴真澄1)

｡松久幸敬則｡谷口政碩3)田横囲節哉4)

価するためにはこれらの自然起源の元素による自

然のバックグラウンド値を正しく把握する必要があ

る.

現在,地質調査所では全国カバｰプロジェクトと

して,これまで全く手つかずであった日本全国にお

ける地球化学図を作成する計画が進行中である.

この中で有害元素(As,B竃呈C磁葦晦至Mo,Sb等)を

はじめとする約50元素の地球化学図を作成するた

めの技術開発を行い,地球化学図による各種元素

の地球化学的挙動の解明と有害元素による人為汚

染の評価をめざしている.試料は広域代表性にす

ぐれた河川堆積物を用い,効率的な試料の採取･

選定法と分析法を開発し,元素の広域分布特性と

地質的,地理的膏地球化学的要因を総含的に解析

して自然バックグラウンドと人為汚染の評価を行う

予定である.

2｡園内外の地球化学図

地球化学図を作成することは,地表での重金属

の局所的な異常濃集帯を発見して,その周辺に存

在する鉱床を探査する目的で古くから行われてい

た｡これらはいずれも一定の狭い地域で行われた

が,これをより広い地域で,すなわち北アイルラン

ド(Webbθ亡a五葦1973)やイギリス全土(Webbe亡

泓争王978)のような広域的な地球化学図を作成して

大謹恋インパクトを与えたのがイギリスのImperial

Co11金eのWebbらのグルｰプであった.彼らはイ

ギリス全土(約151,000km2)から約50,000個の試

料を採取して全国をカバｰする地球化学図を作成

し筥地球化学アトラスと名付けた.第1区および口
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旗界各国の地球化学団甜

国等

イギリス

北アイルランド

西ドイツ

出版年面積(火エ洲

1972王5五孟000

1978ユ5事000

!9832毎蟹､0⑪0

アラスカ1983

フィンランド1992

ポｰランド1995

北関東1991

日本全国作成中

�㈬〰　

338､ユ姑

3鴉言250

4重000

㌷���

試料数

河川堆積物50ヨ00⑪

河川堆積物雀茱800

河川堆積物70ヨ000

地表水魯0室OOO

河川堆積物38,000

湖沼堆積物泌享000

氷河堆積物1,057

地下水6,000

河川堆積物正貨葦778

土壌10壷8郷

地表水王2呈⑭55

河川堆積物3ヨ850

河川堆積物3,000

採取密度

L葺熟料万^婁｣｣

亙試料/3隻iが

王試料/3㎞ヂ

中高地1試料/10肋婁

低平坦地五試料/231ζm2

1試料/300㎞2

1試料/56km2

1試料/4km2

1試料/30km2

王試料/2δ艮m2

至試料/1km2

1試料/120km2

スケｰル

200万分の1

200万分の1

600万分の王

400万分の1

250万分の1

20万分の1

200万分の1

絵に英国におけるBaの分布を示した,英国中西部

でBaの濃度が高いことがわかる白その後これに刺

激されてアラスカ(口絵:Uの分布,W獲醐鳶r討弘害

1983),西ドイツ(口絵:Crの分布,F肌曲説a五宣

1985),フィンランド(口絵:Asの分布､K⑰伽鵬n,

1992),ポｰランド(口絵:ZΩの分布宣Us討〃,手

1995)などで全国規模の地球化学図が完成した串

西ドイツではCrが,アラスカではUが中央部でそれ

ぞれ濃度が高い｡また,フィンランドでは南部のAs

の濃度が北部と比べて五桁以上高いという顕著な

違いが見られる｡これらはいずれも主に背景の地

質を反映したものであるとされている咀ポｰランド

では1コ絵に示したようにヨ土壌.地表水,河川堆積

物の3種類の異なる試料を同時に採取して地球化

学図を作成した､3種類の試料による加の分布は

いずれもよく類似しており,この地域では元素分布

に対して同じ因子が支配していることがわかる岳こ

のほかオｰストラリアなどでも一部地域で地球化学

図が作成されている｡この延長線上に世界規模の

地球化学図作成という壮大な計画が国際地質科学

連合(IUGS)のもとで五988年にたてられた｡これは

世界70カ国以上の関係各機関に呼びかけて全世

界をカバｰしようという計画であり享現在も各地域

ごとに実現に向けて検討が行われている｡特にヨ

ｰロッパ各国は熱心で,欧州地質調査所フォｰラム

(FOREGS)を中心として統一的な手法で欧州全体

をカバｰする計画が実際に進行中である.

第1表に棋界各国の主な地球化学図について出

版年,面積(父㎜婁)官試料数管採取密度,試料の種

類,スケｰルを示した.イギリス､西ドイツなど多く

の地域で1試料/3～10km･の密度で数万個の試料

を採取し,200～600万分の1程度のスケｰルで地

球化学図が作成されていることがわかる.第2表に

世界各国の地球化学図の測定元素と分析法を示

した.元素数は河川堆積物については2エ～45元

素で,地表水に対しては!0～24元素(成分)であ

る｡分析法は発光分光法ヨ原子吸光法,ICP発光

分析法華ICP質量分析法衣とである,年代が早い

時期に作成された地球化学図では､当時一般的に

用いられていた多元素同時分析の可能底発光分光

法により分析が行われたが,最近では多数の元素

を比較的簡単･正確に測定できる至CP発光分析法

が中心となって書でいることがわかる｡

国内では地質調査所がユ99王年に水戸市からい

わき市にいたる北関東地域約盗言OOOなm量の地域で

地球化学図を作成した(伊藤ほか｡1991,本誌上

岡の稿参照)岨試料は河川堆積物を北関東地域か

ら約3壷850試料採取し,コバルト,クワム,鋼,ニッ

ケル争リン,鉛,ウラン､盟鉛などの26元素の地球化

学図を作成した｡この他に北関東以外の地域とし

て,地質調査所が行っている仙台市及び山形市周

辺地域(今井はか,ユ997里2000)菅秋田大学が行っ

た秋田県(椎川ほか､198遂),金属鉱業事業団(山

本,王99嘗)ヨ及び北海道立地下資源調査所が行っ

た北海道の中･北部地域(菅ほか｡1996),名古屋

大学が行っている愛知県(山本官1998,本誌田中

の稿参照),及び海域で地質調査所が行った能登

半島から秋田沖にかけての表層堆積物について求
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表夏世界各国の地球化学図の澱窟元素と分析法咀

国等�元素数�出版隼�分析法

イギリス�2王�A呈;As,湿籔｡C嚢芋Cd,CG､け､C浸,晦韮G凄,K華L呈宣滅孤芽納｡,M呈Pb牙Sc,Sn.Sr,y,Z脹�OES

西ドイツ�河川堆積物29�Ag,As,B宣腕､脱,激圭C達サCo,Cr,Ce,Cじ,Ga,Ge茱し,u.M腋芽Mo,Nb,N麦,Pb茱Sも,Sc,�0ES,払S

�地表水五〇�SB,Sr,W,Y,V芋Z口｡Zr�

��PH,伝導度,ω呈CcヨCu,F,Ni,Pb,U,Zn�

アラスカ�42�Ag,A1宣A§｡A泌丘嘗eヨ副｡葛a,C養呈Ce,Co,Cr,Cs,C汕,Dy,Eu宣Fe,Hf,K,La,U韮Lu,�N鮎,XRF百0ES

��Mg,M蟻,N蒙芽Niヨ肋芋Sb,Se,Sc,Sn型Sr,Ta宣Tb,Th,T,U.V,W垂Yb,Zn,Zr�

フィンランド�氷河堆積物45�Ag､則､As事A篶宣逐,腕,Br,C養,Cd,Co,Cr,Cs宣Cu,FヨFe正K筥La,Li,Lu,Mg,Mn､�ICP-AES,N^

��Mo,Na,N1,P,酌宣舳,Rb宣S,S04,Sb,Sc,S1,Sm,Sn,Sr,Ta,Th,乃葦Uヨy茗W,Y,�

�奢�測��

�地下水24�PH,EC葦Eh､溶存酸素,C02,COD,HC03,S04,C1,F,Si02,N03,Ca,Mg,Na享�払S,伝導度計等

��K,Fe,MnヨZn,Cu毒N1,Pb,Cd,U�

ポｰランド�河川堆積物20�Ag,As,B曇､晦,C餐壇Cd,Co,Cr,Cu,Fe,Mg,Ni,P,Pb亘S,Sr,Ti,V,Y,Zn�ICPAES拙S

�地表水23�Al,As,Bヨ島a,Ca享Cd,Co,Cr,Cu,Fe,K,L1王Mg,M[n,N曇､N三.P王Pb,Si02,S04,�王C匹AES,Color

����渉

北関東�26�Ba,Ca,Ce,Co,Cr,Cs,Cu,Eu,Fe,H正は,L汕,Mg宇Mn,Na,Ni,P害Pb,Sc,Sm,Sr,�ICP-AES,N鮎

�周������

日本全国�53�A王宣As,賢家宣Be,Bi壼C軍ヨCd,Ce茱Co,Cr,CsヨCu,Dy言Er,EびヨFe,G曇韮Gd,H至善Hg,�ICP-MS,IC貼興

��Ho,K,L餐韮U,L⑰､Mg茗M[n宣Mo,Na,Nb,Nd葺Ni,P草Pbヨ肘韮思b,Sb,Sc,Sm,S篶､Sr,�AへS

��Ta,Tb,珊亘㎜,T,Tm,U,V,Y,Yb葦ZΩ,Zr�

鮎S:原子吸光分析,ICP一蛆S:亙CP発光分析,ICP･MS:ICP質量分析,

N^:放射化分析,0ES:発光分光分析,Color:分光光度法

めた海域の地球化学図(今井ほか,1997,本誌寺

島の稿参照)カミある.これらはいずれも一部の限ら

れた地域で,しかも各地域で対象とする試料の種

類や採取法および粒度などが異なり統一的な評価

は不可能な状況にある.基盤となる地質が同一で

あっても元素の分布は異なる場合もあり,より正確

な情報を入手するためには同一手法による全国規

模の地球化学図を早急に作成することが強く望ま

れており,本研究によりE1本全国をカバｰする地球

化学図が作成され,全国規模での元素の分布と環

境影響評価が可能となることが期待されている.

,3､全国カバｰプロジェクト

地質調査所では前述の要請に応えて平成u年

度から5力年計画で全国をカバｰする地球化学図

の作成計画を開始した､北海遺から九州までの全

国の河川からエ試料/約10km2の密度で約3,000試

料を採取する予定である.この河川堆積物から80

メッシュ以下の細粒の試料を分離し､各種の分析

を行って元素濃度を求め地球化学図を作成する.

ここではその手法の概要とこれまでにデｰタ解析

の進んだ中国地方の地球化学図を中心に述べる.

3.､試料の種類

本研究では地球化学図を作成するための試料と

して河川堆積物を用いた､河川堆積物試料とは河

川の河床に堆積している細粒の川砂のことであり,

その試料を採取した地点より上流域に分布する岩

石や堆積物,土壌等を河川が流下するに際して削

剥･混合してできたものと考えられる.すなわち河

川堆積物の組成はその河川の上流域を代表すると

考えることができる.このように河川堆積物を用い

ればヨ比較的少ない試料数で広い地域の情報をカ

バｰすることができ章地球化学図の作成にもっとも

よく用いられる試料である亭

地球化学図作成に用いられる試料としては,第1

表に示したように,この他に着石宇土壌韮湖沼堆積

物,氷河堆積物芋地下水苗河川水などがある(伊藤

ぼか,王985).岩石は地表に分布する元素の最大

の供給源であり,基本的な元素分布を支配してい

ると考えられるがヨ場所による不均質性が大きく,

風化などにより組成が大童く変化する.また,岩石

は人為的な汚染に関する情報は持っていない.こ

2001年2月号�



一12一今井登･寺島滋･岡井

上岡晃･窟樫茂子･松久

の点で土壌は農業,鉱工業､生活環境等からの著

しい影響を受けており,人為的汚染を評価iする上

で重要な試料である.しかしながらその情報は芭わ

めて局地的であり,広域をカバｰするには代表性

に問題があり,高い密度で試料採取するなど細心

の注意を払わなければならない｡湖沼堆積物は周

囲の河川を通して運び込まれた堆積物であり事基

本的には河川堆積物と同質であるが､湖沼の分布

が限られること,及びその元素分布には元素の固

定･沈積過程で再溶解による元素の移動念ど別の

要因が加わるため河川堆積物と同等に扱うことは

できない.アラスカの地球化学図では両者を同一

のデｰタとして用いているが,本来は別の解釈が必

要である.氷河堆積物はフィンランドなどの極地方

で用いられ,代表性という点で優れているが,適

用できる地域は限られ一般的ではない吉河川水は

土壌と同様に人為汚染に関する豊當な情報が得ら

れるが,水軍や水温の変化による変動が大きく,採

取法及びその評価には十分な注意を要する｡この

他にも地球化学探査では特定の元素が濃縮する植

物などが利用され,特定の元素の欠乏や過剰の評

価,及び特定の鉱床の発見等に利用されている.

3.2試料採取位置

試料の採取位置決定の原則は,河州の本支流の

合流付近において支流の河床にある堆積物を採取

するということである.第2図に大分市周辺の大分

川と大野川の流域に関して試料を採取した点を示

した.川の上流域において本支流の区別がつきに

くい時は両方の川から採取した.また言本流沿いに

採取地点の間隔が大きくあくときは適当な間隔で本

流より試料を採取した.本研究では筥試料の採取

に当たっては短時間にできるだけ多数の試料を採

取するため,採取地点の選定には道路事情を優先

させ,道路と河川が交差するか近接する地点を選

んだ.

試料数に関しては,日本の国土は約370,000km2

であり,本研究では試料の採取密度は10×10km

に1試料として試料総数約31000試料を目標とした.

従来の地球化学図に比較して試料密度が粗いた

め,河川のすべての支流はカバｰしておらず官いく

つかの支流の中で作図にとって重要と思われる河

川系の試料を鰻兜して採取した.諸外国のように

貴司･金井豊･御子柴真澄

幸敬･谷口政碩･横田節哉､

�

第2図大分市周辺の大分川と大野川の流域において試

料を採取した点.

数万個という単位の試料を採取することは現時点

では労力/費用から考えて現実的ではなく,第1段

階として試料密度は粗くても全国をカバｰすること

を最優先に考えて試料数を決定した.これまで日

本では全国規模の地球化学図は作成されておら

ず,多少精度は粗くでもこのような全国をカバｰす

る地球化学図は全体を見渡す意味で非常に重要

だと考免られる.

3.3試料採取｡試料処理法

試料採取法は各河川の指定地点において,その

河川の上流域から供給された細粒の堆積物(最大

粒径3mm程度以下)約1kgをスコップ等で採取し,

試料袋に入れ番号を付した.採取する堆積物は,

現在の流水下のもの､および過去の大雨等に伴っ

て供給された堆積物のいずれかである.但し,す

ぐ近くに生活排水等人為的汚染が考えられる水が

流入している地点の堆積物,および磁鉄鉱等特殊

な鉱物が濃集している堆積物は原則として採取し

なかった.今回は短時間で試料採取を行うことを

最優先したため,現地でふるい分けることはせず,

そのまま実験室に持ち帰ることとした.

採取した試料は加熱等を一切しない自然乾燥

(風乾)で乾燥した.この試料を薄くのばして磁石

を用いて磁鉄鉱などの明らかな磁性鉱物を除い

たさらにこの試料をふるって80メッシュ(180μ)

以下の粒度の試料を分離し,それ以上の粉砕等を

行うことなくそのまま分析試料とした.

藪｡遜試料の分析

採取した試料は原子吸光法,ICP発光･質量分
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白亜紀流紋岩･デイサイト

石灰岩

ジュラ紀

φ旺

紳

三畳系

三郡変成岩

孕

搬｡満

三郡変成岩

一顯｡

新第三系山陰区

･'窺

雛

雅f

貯''鯉,

テ““

狐

込

新期安山岩類“

燃{

■

““

遥滋

第3図

化闇岩(貫入岩)類

領家花闇岩類

中国地方の埴質.

析法で分析を行った.分析した元素はA1言As,Ba,

Be,Bi,Ca,Cd,Ce,Co,Cr,Cs享C妊,Dy,Er,Eu,

Fe,Ga,Gd,Hf,Hg,Ho,K,La葦L1言L伽,Mg,Mn,

Mo,Na,Nb,Nd,NiヨP,Pb,Pr童Rb至Sb葦Sc,Sm,

Sn,Sr,丁綴,Tb,Th,Ti,T1,Tm,U言VヨY,Yb呈Zn,Zr

の53元素である.主成分元素は王CP発光分析法

で,微量成分元素はICP発光分析法で,AsとHgは

原子吸光法で分析した.

ICP発光･質量分析を行うための試料処理は以

下のようにして行った.すなわち,0山2gの試料をテ

M.Mo･･｡A･･Sb中瀬

者一茂Ag,Zn

第4図中国地方の鉱床の分布｡記号の形は鉱床のタイ

フを表し,丸は熱水鉱脈鉱床,菱形は正マグマ

鉱床,つぶれた菱形は黒鉱害キｰスラガｰ鉱床,

四殉はスカルン鉱床､つぶれた四角は堆積鉱床

である曲

鰯鍬

㌔葦繍葺薪沖

碑岳｡,流紋岩･デイサイト

戀

三郡変成岩

緑色岩･砕屑岩

フロンビｰカ一にはかりとり,硝酸韮過塩素酸,フッ

化水素酸を加えて200℃以下で加熱して分解する.

蒸発乾固後,硝酸を加克て溶解し,水を加えて

100mlに定容する｡ICP発光分析法ではそのまま,

ICP質量分析法ではさらに1/10に薄めて測定を行

った.Asは水素化物原子吸光法で,Hgは還元気

化原子吸光法で測定した.

4｡中国地方の地球化学図

これまでに本州の主要部分の試料採取を終了し

た.ここでは解析の進んでいる中国地方の地球化

学図を中心に述べる.中国地方は本州の西端部に

位置する｡中国山地の中央部には1,000㎜を超える

山々が連なり,本州弧の延長方向にほぼ平行する

脊梁山地を形成する.脊梁山地の南側には,津

山,東城,三次などの盆地をへだてて吉備高原,

周防高原があり,北側の石見高原へと続く.山陽,

山陰の両海岸に沿って低い丘陵地帯が続き,平野

は少ない｡籍3図に中国地方の地質を示した(猪木

はか宣王987).中国地方の地質系統のうち,先白亜

系は西部の秋吉台付近や,岡山県中･東部と,脊

梁山地の南北両側の高原あるいは盆地に断片的に
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合丼登咀寺島滋･嗣井

上岡晃血富樫茂子岨松久

貴司咀金神農･御子柴真澄

率微｡谷口政碩･横田節哉

!森林

裸地

第5図中国地方の土地利用図(市街地垂水田､畑,果

樹園,森林).

鰯鰯堕鰯鰯鰯駆籔鰯鯉蝿鰯鰯鰯鰯鰯駆鰯

分布している.これらは花樹岩類に貫入書れたり,

白亜紀以降の火砕岩類などの堆積岩類に覆われて

いる.先自亜系は北から南へ飛騨帯書中国帯,舞

鶴帯芽領家帯に分けられ亜中国帯が大部分を占め

る.白亜紀～古第三紀の火山岩類は先自亜系を貫

くか覆って宣本州弧の方向へのび､南から北へ領家

帯,山陽帯.山陰帯に分けられる｡新第三系は大

部分が西部地域や南と北の海岸線に沿う丘陵地

帯･脊梁山地付近および山間盆地などに分布す

る.山陰海岸沿いにカルクアルカリ岩系の火山列

があり大山火山帯を形成する再アルか)岩は中国

山地各地のほか山陰海岸地域に分布する咀

第姿図に中国地方の主な金属鉱床を示した(地

学団体研究会､王996)吉中国地方には規模は小さ

いが､多くの金属鉱床が点在しており,それらの大

部分は白亜紀～箱三紀の火成活動と関係したもの

である.主恋ものは申瀬のAu,Sb鉱床,明延の

Cu,Zn鶉S孤鉱床,生野のA冨｡Cu望S鴬鉱床書人形峠

のU鉱床華柳原の硫化鉱鉱床(Py)珪吉岡のC削,Ag

第7図瓦SRI社の虹｡ViewGISの操作画面.上の図は中

国地方の水銀の分布で,下の図は姫路地方の3

次元地形に試料採取点(赤丸)や河川等を表示

したもの.

鉱床ヨ若松呈広瀬のCr鉱床,清久,大東のMo鉱

床,石見のAg,Zn鉱床､都茂のCu至Ag鉱床,喜和

田の～鉱床,玖珂､藤ヶ谷のW鉱床である単記号

の形は鉱床のタイフを表し,丸は熱水鉱脈鉱床,

菱形は正マグマ鉱床､つぶれた菱形は黒鉱岨キｰ

スラガｰ鉱床,四角はスカルン鉱床テつぶれた四

角は堆積鉱床である｡

第s図に中国地方の土地利用図を示した(国土

地理院葺エ997)掘地球化学図は背景の地質だけで

なく産業や農業活動に影響されると考えられる.

市街地手水田司畑宣森林などに分類して区分けさ

れている｡黒く示した部分が市街地であり,都市活

動の影響が現れると思われる吉第6図に中国地方

における試料採取点を示した,申鰯地方の主要河

川から各支流の分岐点付近を中心に約500点の試

料採取を行った｡試料採取点および分析した元素

濃度のデｰタの解析はESRI社のArcy至£wGISを

用いて行った(策7図)｡このソフトウエアでは試料

採取点の情報の泰示葺元素分布の解析と2次元の
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分布図の作成,3次元デｰ

タの表示,地形デｰタを用

いた水理解析,流域および

集水域の解析などが可能で1

ある.この図では中国地方1

の水銀の分布を求めた例

と,姫路地方の3次元の地

形に試料採取点(赤丸)や南

河川等を表示したものであ1

る.第8図に中国地方にお

けるSbの地球化学図の例｡

を示した(1ぺ一ジ左下の口

絵のPb,K20の分布も参

照),SbとPbで示したように,いくつかの微量元素

に関しては鉱床のある地域で濃度が顕著に高くな

っていることがわかる.またK20をはじめとする主

成分元素については多くの場合背景地質と密接な

関係があり,中国地方西部から中部に広く分布す

る花岡岩,流紋岩等の酸性岩地域で舛K.Oや

Na20の濃度が高くなっている.一方､MgO,P205,

yなどの元素は,より塩基性の岩石が分布する中

国地方東部地域で相対的に濃度が大きくなる傾向

が見られる.

壌麗ポ10-9

騒萎ダ5

藤ポ･賛一2

騒嚢〕一1一日

蟹萎嚢1･2-1一再

騒ボｰ1･2

麗覇〔≡･ト1

騒昨｡･/

胆嚢Gi尋■㍑

麗;二…･喜一〇･1

婦

胃幸

一方,より詳細な地域で元素分布を明らかにす

るために,同時に1/20万のスケｰルで個別の地域

の地球化学図を作成した.第9図と口絵(エベｰジ

右下)に姫路地方の1/20万スケｰルでのZnの地球

化学図を示す.ここでは地形の変化がわかるよう

に,衛星写真と地球化学図を3次元の立体図で示

した.北東の生野け近の鉱床地域で明らかに元素

濃度の高い地域があることがわかる.

このような,各地域の多数の地球化学図と約

3,000点にのぼる試料採取点の情報は膨大な量に

�

第9図

覇㈱一郷

麗㈱一側

聾峨一湖

麗㈱一側

姫路地方におけるZnの地球化学図.上図:衛星写真,下図:3次元地球化学図(Zn).
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撮

今井登･寺島

上岡晃･當樫

滋･岡丼貴司幸金井

茂子･松久幸敬･谷口

地球化学園

第10図地球化学図におけるデｰタの表示咀ブラウザｰから全国の

地球化学図(作成中),中国地方などの広域地球化学図,

1/20万スケｰルの各地域の地球化学図を見ることができ

る.

なるため,それらのデｰ率を簡単かつ系統的に参

照できるようにHTML形1式で保存した(第!0図).

必要に応じて手持ちのブラウザｰから全国の地球

化学図(作成中),中国地方などの広域地球化学

図,1/20万スケｰルの各地域の地球化学図を見る

ことができる.また,個別の試料を採取した状況と

試料の詳細情報が参照できる.ここでは例として

1/20万浜田の3番の試料採取点に関する詳細デｰ

タを第11図に表示したものである｡今後もこのよう

な形でデｰタを蓄積してゆく予定である｡

以上のように中国地方をはじめとする各地域で

の地球化学図を作成した｡今後は元素分布と背景

地質および金属早非金属鉱床との関係および人為

的影響との関係の解析を進めてゆく予定である.

5｡まとめ

本研究では,日本全土における有害元素(As,B,

豊･御子柴真澄

政碩･横田節哉

第11図王/20万浜田の3番の試料採取点に

潤する詳細デｰタの表示.

Be,Cd,Hg,Mc呈Sb等)をはじめとする約50元素

の地球化学図を作成する.試料としては河11堆積

物を用いたが,これはその試料を採取した地点よ

り上流域に分布する岩石や堆積物,土壌等を河川

が流下するに際して削剥岨混合してできたものと考

えられる.河川堆積物の組成はその河川の上流域

を代表すると考克ることができ､比較的少ない試料

数で広い地域をカバｰすることができる.

試料の採取位置決定の原則は埋河川の本支流の

合流点付近において支流の河床にある堆積物を採

取する幸上流域において本支流の区別がつきにく

い時は両方の川から採取する.また,本流沿いに

採取地点の間隔が大きくあくときは適当な間隔で本

流より試料を採取した.本研究では試料の採取密

度は五試料/ユO×10kmとして約3,O00試料を採取

することを冒標とした.

採取法は各河川において,その河川の上流域か

ら供給された細粒の堆積物(最大粒径3mm程度以
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下)約1kgをスコップ等で採取した.採取した試料

は自然乾燥(風乾)し,磁石を用いて磁鉄鉱などの

明らかな磁性鉱物を除いた.さらにふるいでふるっ

て80メッシュ(180μ)以下の粒度の試料を分離し,

そのまま分析試料とした.分析法としては原子吸光

法,ICP発光･質量分析法を用い53元素を分析し

た曲

中国地方から約500試料を採取し,分析を行っ

て地球化学図を求めた.また､同時に1/20万の単

位で地球化学図を作成した.中国地方における背

景地質および金属･非金属鉱床等との関係および

その影響について検討を行った.
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